
分科会 第2セクション (13日 午後) 
分科会 
No. 

分科会タイトル 趣旨・内容 問題提起者等／団体名 

1 
女性・アジア・軍事 
化～戦後60年を問う 

分科会№1よりの継続です 

2 

「北京」から10年、 
「カイロ」から11年 
、「性と健康」はい 
ま－ 

分科会№2よりの継続です 

12 
なぜ実現しない？民 
法改正 

今年、韓国では戸主制が廃止、タイでも選択的夫婦別 
姓制が導入、日本は取り残された。法制審答申から10 
年、見通しすらないこの状況を打破するため、議論を 
深めたい。 

福島みずほ（参議院議員）坂本洋子（mネッ 
ト・民法改正情報ネットワーク）co平野博 
子／mネット・民法改正情報ネットワーク 

13 
動き出した「女性差 
別撤廃条約選択議定 
書」 

すでに71カ国が批准し、その適用事例も発表されまし 
た。日本の署名、批准を阻むものはなにか。NGOがなす 
べきことはなにか？ 

近江美保・加藤登紀子・堀口悦子（国際女 
性の地位協会)co山下泰子／国際女性の地位 
協会 

14 
均等法改正は間接差 
別禁止がポイント 

均等法から20年、審議会での均等法改正論議は大詰め 
にきた。現場ではパートや派遣など非正社員が急増し 
、女性労働は二分化している。今度こそ間接差別を明 
文化させよう 

黒岩容子（弁護士） 
ビデオ上映あり／均等待遇アクション21 

15 
「個」を活かし、生 
き方を選ぶ力をつけ 
る教育とは 

「個」を抹殺し「公」を重視する動きが強まるなか、 
人権意識を確かなものとしていくための教育のあり方 
を、学生とともに考える 

徳永恭子（ジェンダー平等社会をめざすネ 
ットワーク）高橋裕子（“人間と性”教育 
研究協議会）小池卓（和光大学学生）／ジ 
ェンダー平等社会をめざすネットワーク 

16 
開発・環境・ジェン 
ダー 

「国連・持続可能な開発のための教育（ESD）の１０年 
」の運動を盛り上げるべく、あらゆる分野の活動の展 
開が期待されている。ジェンダー教育・ジェンダーの 
視点が持続可能な社会づくりに果たす役割について考 
える 

村上千里（”持続可能な開発のための教育 
の10年”推進会議）交渉中／環境パートナ 
ーシップ・オフィス（北京JAC九州・山口・ 
沖縄） 

17 
グローバル化と女性 
の人権- 
人身売買罪を中心に 

昨年アメリカから「人身売買大国・日本」と張られた 
レッテルは、今年は剥がされた。世界規模での物や人 
の移動が進む中、この国で進んでいることを女性の人 
権の立場からじっくり考えてみたい 

丹羽雅代（アジア女性資料センター／アジ 
ア女性資料センター／VAWW-NET Japan 
／アムネスティ・インターナショナル日本 

18 
女性問題としての高 
齢者虐待 

高齢者虐待の被害者は、認知症の超高齢女性が多い。 
厚労省による調査では、息子の母親への虐待が注目さ 
れたが、高齢者夫婦のＤＶにも目配りする必要がある 
。高齢者虐待防止法の実施において、被害者・加害者 
をともに救済できるよう、女性の視点から助言する 

中村雪江（城西国際大学客員教員）／阿武 
桂（主婦）／高齢社会をよくする女性の会 

19 

メディアにおける男 
女共同参画の推進～ 
女性の社会的発信の拡 
大に向けて～ 

ジェンダー･バッシングを含め男性主導で構成されがち 
なメディア内容に対抗・是正するためのマスメディア 
、オルタナティブ･メディアによる女性の発信の拡大の 
方策を検討する。 

松浦さと子（龍谷大学教員）／白石草（Our 
Planet-TV） 
／ジェンダーとコミュニケーション･ネット 
ワーク（GCN） 

20 
男女がペイドワーク、 

アンペイドワークを担 
い合える社会づくり 

過去３回の生活時間調査から男性の長時間労働を支え 
る女性の働き方の実態が見えた。男女がペイドワーク 
とアンペイドワークを担い合い、人間らしく働き、生 
きられる社会に向けた取組みを拡げたい。韓国での調 
査研究を生かし、女性・市民のちからを強めたい 

又木京子（神奈川ネットワーク運動）／仙 
田みどり（神奈川ネットワーク運動）／神 
奈川ネットワーク運動 

21 
女性の貧困化－格差 
が拡大する社会がもた 
らしているもの 

格差が拡大する日本では負担だけが増大、社会福祉は 
後退している。シングルマザーの年収は減り、シング 
ル女性も生きにくい。野宿女性も増加してきた。貧困 
問題は大きな社会問題となりつつある 

赤石千衣子（しんぐるまざあず・ふぉーら 
む）／池田幸代（新宿野宿者女性の会「心 
を開く輪」）／ふぇみん 

22 
教育実習生とセクシ 
ャル・ハラスメント 

教育実習生のセクハラ全国調査結果に改めてセクハラ 
予防教育の重要性を痛感させられる。教育実習生への 
セクハラや被害対応に関する知識と情報伝達のあり方 
を話し合いたい。 

問題提起者（交渉中）／スクール・セクシ 
ュアル・ハラスメント防止全国ネットワー 
ク

　　　　　　　■展示：「グローバル未来教育教育センター設立に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～持続可能な開発のための人権ジェンダー教育」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界女性会議岡山連絡会

　　　　　　　　　■フェアトレードの紹介＆販売：パッチワーク

　展示・販売


